
動物のために
できること



探究テーマを選んだ理由

小さい時から動物を飼っていたから

少しでも人間の都合による殺処分を減らしたいと思うから

殺処分について知ってほしいから

ミニチュアダックスフンド・ヒョウモントカゲモドキ・熱帯魚・
カニーヘンダックスフンド・亀



殺処分をする理由
治せない病気、怪我を負った場合

収容所の収容数がオーバーした場合

適切な飼い主が見つからなかった場合

人間側の理由





日本の法律

動物愛護管理法
動物を殺傷、虐待してはいけない
マイクロチップの装着の義務 等の
動物を守るための基本的な決まり

狂犬病予防法
年に一回狂犬病予防のワクチンを

打たなければならない



日本と世界の違い

散歩は１日２回（計１時間以上）しなければならない（ドイツ）

動物を販売する場合ブリーダーの資格が必要（アメリカ）

正当な理由がない限り殺処分をしない

ペットを購入する際、飼育に関する知識があることを

証明する書類の義務（フランス）

犬税をかけている（ドイツ、オーストリア、オランダ、チェコ等）

明治時代～昭和５０年ごろまで日本にも存在した（自治体）



調べて考えたこと
人間が衝動で動物を飼わず

命の終わりを見届ける覚悟を持つ人を増やす

ペットを飼うならペットショップだけでなく

保護施設もあるという考えを持つようにする

動物を販売する側の質の向上

劣悪な環境から守ることができる



探究をして通しての学び、成長

より一層動物を大切にしようという意識が深まった

一つの視点からでなくいろいろな視点から

考えることの大切さを知った

自分の弱さを学んだ


